青森県知事選挙タバコ問題アンケート回答結果

ご回答いただいた立候補予定者：西谷美智子氏、堀幸光氏、三村申吾氏（五十音順）　　　　

1. 「健康日本21」では健康寿命を延ばすために具体的な目標値を設定して国民の健康づくりを実施していますが、成人喫煙率の目標値は一部に反対意見があり設定されませんでした。地方計画である「健康あおもり21」には目標値が設定されましたが、成人喫煙率の目標値を設定することついてどうお考えでしょうか？
　(1) 賛成　…西谷、堀、三村
　(2) 反対

　(3) その他の意見

2. 未成年者の喫煙防止、喫煙者の禁煙推進のためには、タバコ税増税によってタバコ価格を引き上げることが有効であり、しかも、タバコ消費の低下率は常にタバコ価格の上昇率を下回るため、タバコ税収は増加することが世界各国のデータで証明されています。引き上げによるタバコ税増収分はタバコによる健康被害対策費への充当、タバコ耕作の転作支援やタバコ販売店の転業支援費などのために使うことができます。

タバコ価格を順次大幅に引き上げることについてどうお考えでしょうか？
　(1) 賛成　　　　　…西谷
　(2) 反対

　(3) その他の意見
…堀：この趣旨が充分に説明され、国民の合意形成をはかることを重視する

…三村：順次、必要に応じて適切に引き上げることには賛成
3. 青森県は日本でも有数の葉タバコ耕作地域ですが、喫煙および受動喫煙の害が明らかになり、タバコ規制政策が推進されるようになった現状を踏まえて、葉タバコ農家の将来についてどのようにすべきとお考えでしょうか。
　(1) 葉タバコ農家の転作を支援していく　…西谷
　(2) これまで通り葉タバコ農業を推進・奨励する

　(3) その他の意見
…堀：転作を支援していく上で農家の合意を得る

…三村：作付農家の意向を踏まえながら対応する

4. 日本では現在パッケージの面積の30%に文章による注意表示がされていますが、諸外国（EU諸国・カナダ・オーストラリア・タイ・ブラジル他）ではタバコのパッケージにタバコ関連疾患の写真や絵を掲載して注意を促しています。タバコのパッケージの注意表示をどのようにしたら良いとお考えですか？
　(1) 注意表示をパッケージ両面の50%以上にし、絵や写真などビジュアルなものにする　…西谷
　(2) 現行の注意表示でよい

　(3) その他の意見
…堀：(1)を別な方法で啓発するか、タバコの存在そのものを問う必要がある



…三村：諸外国程度に注意を促すことも検討すべき
5. 健康増進法第25条は、受動喫煙による健康への悪影響を排除するために、多数のものが利用する施設を管理するものに対し、受動喫煙を防止する措置を取るように求めており、行政は率先して法律を遵守する義務があります。　

県庁舎の喫煙規制についてどうお考えですか？
　(1) 庁舎は敷地内禁煙にする

　(2) 庁舎は建物内禁煙にする　…西谷、堀
　(3) 庁舎は分煙基準*を満たす分煙にする

　(4) その他の意見
…三村：分煙の仕組みを更に検討し向上させていく
　

…西谷：喫煙が嗜好とすれば酒と同じと考え退庁後に。喫煙に走るストレスを解消して



　　　　いけたらいい
*：厚生労働省「新しい分煙効果の基準」2002年6月参照。ただし、この基準に合う「煙のもれない喫煙室」を設置するためには、アスベスト除去作業マニュアルに準拠した設備と高額の費用が必要である。

6. 受動喫煙防止のため、欧米先進国やアジアでも飲食店の禁煙化が進んでいますが、健康増進法は努力義務のみにとどまっているため、県内では飲食店の禁煙化が一部のみに留まっています。タバコを吸わない客、従業員を受動喫煙から守るためにどのような対策が必要でしょうか？
　(1) レストランなど飲食店は完全禁煙にする　　　　　　　  …西谷
　(2) レストランなど飲食店は分煙基準*を満たす分煙にする　…堀
　(3) 現状どおり業者の自主規制に任せる

　(4) その他の意見　…三村：自主判断によるが「禁煙」を店の特徴とすることも可能では
7. タバコの煙は屋外において無風の状態で直径14mの範囲にまで影響を及ぼすことが実験的に確かめられており、タバコの煙は屋外であっても周囲の人に健康被害を及ぼす危険性があります。2002年10月に東京都千代田区が罰則つきの路上喫煙禁止条例を制定して以降、全国で多数の自治体が路上喫煙規制の条例を制定しています。

路上喫煙防止（禁止）条例の制定についてどうお考えでしょうか？

　(1) 罰則付きの路上喫煙禁止条例を制定する　　…堀
　(2) 条例を制定するが、努力規定で十分である　…西谷
　(3) 法律や条例で規制するのではなく、喫煙者のマナーを向上させる

　(4) その他の意見
…三村
…西谷：喫煙もストレスからの逃避と考える。心身共に健康でいる為に、

　　　　喫煙からの脱却を支援していく。

8. タクシーの車内では1本タバコ吸うだけでも法定基準の数十倍もの汚染環境になります。利用者やタクシー乗務員の健康を守るためにも車内禁煙が望まれています。タクシーの禁煙についてどのようにお考えですか？

　(1) 全車禁煙にするよう行政指導する　　　　　…堀
　(2) 禁煙車の割合を定めて、乗り場を分離する　…西谷
　(3) 業者の自主規制に任せる

　(4) その他の意見
…三村：禁煙の気運を醸成すべき
…西谷：7. と同じ意見

9. 受動喫煙防止および防煙教育の観点から学校の敷地内禁煙化が進んでいますが、県内では市町村によって実施状況に差がみられるのが現状です。学校における喫煙規制はどうすべきでしょうか？

　(1) 敷地内禁煙にする　…堀
　(2) 建物内禁煙にする　…西谷
　(3) 隔離された喫煙場所を設ける

　(4) その他の意見
…三村：県立学校では敷地内禁煙としており、市町村に対しても啓発を図っている

…西谷：7. と同じ意見

　　　　子どもたちにとって身近な先生は社会の代表ともいえる。良くも悪くも手本になる。

　　　　喫煙規制は管理ではなく、各人の自主性で主体的に考え行動してほしい。

10. 未成年者の喫煙を防ぎ、受動喫煙を防止するために学校での防煙教育の重要性が指摘されています。学校での防煙教育はどのように進めるべきでしょうか？

　(1) 外部の保健医療従事者と連携して防煙教育のカリキュラムを作成して実施する　…西谷、堀
　(2) 学習指導要項に沿って関連教科の中で行なう

　(3) 積極的に行なう必要はない

　(4) その他の意見
…三村：喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導を行っている
11. 未成年者の多くが自動販売機からタバコを入手しています。未成年者が自動販売機からタバコを入手できないようにするためにどのような対策が必要だと思われますか？

　(1) 自動販売機によるタバコの販売を中止し、対面販売のみにする　…西谷、堀
　(2) 屋外のタバコ自動販売機は全て撤去するか店内に移動させる

　(3) ICカード対応自動販売機の普及を待つ

　(4) その他の意見
…三村：認証システム等ができるまで、適切な監視監督が必要
12．あなたのタバコに対する考え方に近いものは次のどれですか？（複数回答可）

　(1) 喫煙は個人の権利である　…西谷
　(2) 喫煙は一つの文化であり、喫煙するかしないかは個人の自己責任である

　(3) タバコは体に悪い面もあるがメリットもある　…西谷
　(4) タバコには依存性のある薬物である　…西谷
　(5) 喫煙は喫煙病という全身疾患であり、喫煙者は積極的禁煙治療を必要とする患者である

　(6) その他の意見
…堀：(4)(5)に近いが、医学界の統一見解や社会的合意が必要である



…三村：自分は吸う気はない
13. あなたはタバコを吸われますか？

　(1) 現在も喫煙している
…堀
　(2) 以前吸っていたがやめた
…西谷
　(3) タバコは吸わない
…三村
14. あなたの選挙事務所の受動喫煙防止対策はどうなっていますか？

　(1) 禁煙　　　（建物内または室内に喫煙できるスペースが１か所もない）　…西谷：選挙事務所はないが、

　(2) 完全分煙　（厚生労働省の基準*を満たす）


　　　　　　　　　私の周りでは
　(3) 不完全分煙（厚生労働省の基準*を満たさない）　…堀、三村
　(4) 禁煙・分煙対策をとっていない

2007年5月2日

青森県知事選挙立候補予定者

　　　　　　　　　　　　殿
タバコ問題についてのアンケートのお願い

青森県タバコ問題懇談会 

代表世話人　山崎照光・鳴海　晃・久芳康朗

〒030-0813　青森市松原1-2-12 
TEL : 017-722-5483　FAX : 017-774-1326

http://aaa.umin.jp/
NPO法人　日本禁煙学会

理事長　作田　学

http://www.nosmoke55.jp/
謹啓　私たちはタバコによる健康被害から人々を守る活動を行っている団体です。選挙でご多忙のところ誠に恐縮ですが、表記アンケートへのご協力をお願いいたします。

　喫煙は先進諸国では早期死亡の第一の原因であり、かつ予防可能な単一で最大の疾病原因です。そのため、2005年2月にWHOのタバコ規制枠組み条約が発効し、日本においても医療機関、学校など公的空間の喫煙規制、禁煙治療の保険適用など、タバコ使用を規制する動きが強まっています。一方で、肺癌などタバコ関連疾患による死亡者の増加、医療費の増大、青少年、特に若い女性の喫煙率増加が憂慮されており、タバコには解決すべき多くの問題が存在します。青森県では特に最短命県返上の重要課題として喫煙率低下に官民協力して取り組んでいるところですが、これら諸問題の解決には政治による大所高所からの取り組みが必要です。ぜひ本アンケートにご理解ご協力をいただけますようお願い申し上げます。

　ご回答は、5月14日までにFAXでお送りいただければ幸いです。結果は報道機関を通じて発表し、あわせてホームページでも紹介して、多くの県民にお知らせしたいと存じます。

　末筆ながら、選挙での貴候補のご健闘をお祈り申し上げると共に、選挙後はタバコの問題を含め県民が安全・安心で健康的な生活を送れるようにご尽力いただけますようお願い申し上げます。

謹白

＜参考資料＞世界保健機関（WHO）2007年世界禁煙デー・アピール（日本禁煙学会による全訳）

ご回答の返信先 → FAX : 017-774-1326
